
北海道大学に収蔵されている千島列島産裸子本直物標本目録
― 標本庫から見えるもの一―

札中晃市 高 橋 英 樹

北 大 総 合 博 物 館 植 物 標 本 庫 (略称

SAPS)に 収蔵されている、千島列島産の裸

子植物標本を撃理 しその標本データをまと

めた。「〒十「いもの」とみなされる標本から何

が分かるのか、見てみよう。

どのような種類があるか

千島卯1島には 8梅 の裸千本「i物が分布 して

いる。マツ科の トドマツ幻 ルs sαび乃冴ガ″σ%―

st t s、ク
ヾ
イマ ツ (シ ヨ タ ンマ ツ)二″,ケ

ど77冴がグ Va1 4 .メ″,″たα、アカエゾマ ツ

Pliびσα g′σんがデ、エゾマツ角びビαルzθビ%S於、

ハイマツ Pli″″rsク〃夕72デあ と、 ヒ ノキ本斗の ミ

ヤマビャクシンル %砂g/″Sび乃ゲ%例 st t  v a r .

sα夕gビ%rが、 l)シ  リ ビャク シ ンブ′r72つゼ/冴S

びθ物777夕″ゐVar.s筋″グ′た、 そ してイチイ科

のイチイ曇研ュ″ぶび冴ψ:datαである。 これら

8種それぞれの標本データをリストしたも

のは4hJム表 と して ま とめ た (App e n d i x

l～8:島 は南から北の順に配列し、各島内

では時代順に並べた)。

種の優占性

標本″点数から見ると、多い順から、ハイ

マツ (61)、イチイ (33)、 グ イマツ (20)、

エゾマツ(17)、 ト ドマツ(14)、 ミヤマビャ

クシン (1 2 )、リシ リビャクシン (1 1 )、ア

カエゾマツ (4 )と なる① これ ら種間では

採取する側からの「嗜好性」(採取する気を

おこさせる魅力が種類によって違うこと)

に大きなたはありそうにないので、この数

年は大雑把に見ると千島列島全体での各種

の産地 ・佃体数の多さを反映している。ハ

イマツは千島列島においてはダントツ 1位

だが、どこにでもあるためむしろ採取意欲

が湧かず、 こ才化でも (イチイの糸勺2倍 とい

う評価は)過 小評価されていると思う。ま

た、一番多いハイマツの例 (Appendix 5)

における、島毎の標本″代数の差は調査密度

と島の面積を反映しているようだ。つまり、

ウルップやパラムシル、次に国後や択捉で

の調査回数が多いことやこれらの島のサイ

ズが大きいことを反H央している。

一番少ない標本″点数の種類はアカエゾマ

ツで色丹、国後、そして記録では択捉にあ

ることになっている (館脇 ・平野 1936、

Tatewakl 1957)。標本はたった4枚 で、し

かも館脇博士の採取のみである。かなり特

殊な立地であることを示唆する。館脇 ・平

野 (1936)では、特に南千島における湿原

型と砂丘11のアカエゾマツ林の植生につい

て報告している。

研究者の歴史

採取者のリストを作ってその歴史的な変

遷を見てみよう①誰が最も採取標本フ点数が
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多いのかを調べるのも興味深い (表1)。

最近の高橋英樹 らの調査では、電気ヒー

ターによる乾燥など、戦前と較べると手法

が大幅に効率化しているので、ここでは論

議の対象とはしない。まず何 といっても館

脇先生の功績が大きい事が改めて認識され

る。徳永氏とあるいは高橋氏との共同採取

も含めると、40点 に_Lる。1923年から 1940

表 1.千 島7711島産裸子植物の採取者一覧 (SAPS収蔵)
標本″点数順に並べ る。同数の場合は年代順。

年まで、足掛け 18年の成果である。まさに

「青春の一切をこの千島にささげた」(館脇

1971)と言うのも領ける。また神保子虎氏

の責献も見逃せない③地質学者でありなが

らもよくこれだけ採取したものである。横

山荘次郎、石川貞治の両氏も地質学者であ

り、千島列島の初期の植物学調査において

は地質学者達の貢献があったことを明記し

Collector No.specimens 斑
ア
ear

M.Tatewaki(館 脇操)

H.Takahashi(高 橋英樹)

K.Jimbo(神 休子虎)

T.Kawakami()|1上 滝弥)

S.Yokoyama(横 山北次郎)

Ken.Miyabe&Tanaka(常 部憲次 ・田中)

K Shirahama&Y.Takahashi(白 浜賢一 ・高橋事夫)

T.Ishikawa(石 サ|1貞治)

KゃMiura(二 浦慶太郎 ?)

Y.Kudo(工 藤祐舜)

B.Yoshimura(予!ギ村文五郎)

M.Tatewaki&Y.TOkunaga(館 脇操 ・徳永)

Y.Kuwahara(桑 原康裕)

C.Endo(遠 藤丁・尋)

T.Kitahara(北 原多14:)

MゃTatewaki&K`Takahashi(館 脇操 ・高橋喜久司)

M.Ohara(大 原呂宏)

N.Minakawa(杵 川昇)

K,Miyabe(宮 部金キ)

U.Faurle

H.Tanaka(田 中平太郎)

N.Shitoll■i

M.Nagai&M.Shimamura(永 井政次 ・島村光太郎)

S,Fujimura(藤村信者)

Koda(幸 田)

T,Kondo(近 藤利本)

V.Y.Barkalov&I.B.Vvshin

Y.帥生arusik

V.Y.Barkalov

M , N a k a t a n i (中谷正彦)

K` Hayashi

33

27

12

12

11

8

7

6

5

5

5

4

4

3

3

3

3

3

2

2

2

9

ワ

1

1

1

1

1

1

1

1

1923-1940

1995-2000

1890-1891

1898

1890-1893

1910

1935

1890-1895

1906

1920

1937-1939

1928

1996-1997

1894

1895

1929

1995

1997

1884

(no year), 1890

1895

1928-1929

1929

1890

1895

1937

1988

1995

1997

2000

(no year)
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ておきたい。またサ|IL滝弥氏は 1898年 1年

間での成果である。実に密度の濃い調査を

したことが伺える。その他にも、1910年 の

宮部憲次 ・田中、1935年 の白浜賢― ・高橋

喜夫の各氏も、千島列島植物相の解明に大

きな貢献をなした。

以上のような研究者の採取履歴調査 を

もっと完全に行えば、当時の調査ルー トを

復元することも可育とである。 ま た、ある日

は悪天候により(あるいは二 日西れ にヽより)

停滞して採取していない、 と いうことまで

分かってしまう。

年代を追つて

年代別に標本″点数を比較 したのが図 1で

ある。千島列島における最初の裸子植物採

取は宮部先生による 1884年 7月 28日 択捉

島振別のグイマツである (Appendix 2)。

戦前には 2つ のピー クがあり、1890年代の

ものは神保、横山、川上氏等による。1875

年の樺太 ・千島交換条約により全千島を領

土とした日本の国策 として、まずは地質資

源・地形調査などが優先されたのではない

か。1920年代からのピー クは館脇先生によ

る功績が大きい。戦前における日本側の採

取は館脇先生による 1940年 8月 24日 択捉

60_― ― ――一 ―――― ―――――――――一――一――

ざざざざざざざざざざざざざ
年代

図1.千 島列島における裸子植物の年代別採取標

本フ点数 (SAPS収 蔵)

北方山草 2 0 ( 2 0 0 3 )

島イリリブシの トドマツとイチイの標本を

最後としている。その後、1990年 代の日米

露による国際千島列島調査 IKIPま で、日

本側にとっては実に長い55年 の空白だっ

たことが、この図から改めて思い知らされ

る (1980年代の少数の標本はロシアウラジ

オストックの研究所からの寄贈標本であ

る)。

種の分布パターン

千島列島全体での分布パターンをまとめ

たのが表 2で あり、各種の分布′点を地図に

落としたものが図 2、 3で ある (図2、 3

では地フ点が確認できない少数の標本データ

が使われていない)。

トドマツ (図2a)、 アカエゾマツ (図2

c)、 ミヤマビャクシン(図3b)、 イチイ(図

3d)の 4種 はカムチャツカ半島に分布せず

(トドマツはごく希に分布するがここに含

める)、「温帯植物」と考えられる③これら

のうちトドマツ、アカエゾマツ、ミヤマビャ

クシンは択捉島 (ITU)ま での分布で、そ

れより北の千島列島には分布 しない。択

捉―ウルップ間に引かれた植物分布線、所

謂 「宮部線」と一致した分布を示す。一方、

イチイも 「温帯本直物」と思われるが、より

北のラシュワ島 (RAS)ま で`分布している。

これら4種 はサハ |)ンにも分布するが、 ト

ドマツはサハリン全体に、アカエゾマツは

最南部に、 ミヤマビャクシン、イチイは南

部に、それぞれ分布する。サハ リンでの分

布パターンからするとイチイよリトドマツ

の方が高い耐寒性を持つようにも見えるの

だが、千島列島ではトドマツはイチイほど

一-29-一
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表 2.千 島す」島における保子柄物の分布
0文 献 11の記録があるもの、O戦 1〕けの標本があるもの、●戦|】ケ・戦後の標本があるもの。

JAPANESE NAME H()K SHK KUN ITヒI URU B‐C SI lヽ KET Y‐R RASヽlAT RAI EKA SHS I(HA卜lAK ONE l)AR SHヒi ATL KA 1ヽ

トドマツ 〕 ●  ●

クイマツ

アカエツマツ

ェ ノ`マ Ⅲソ

ハイマツ ●  ● ● ● ● ● ●

ミヤマビャクシン

り〉リビ十クシン   十

―
‐
―
―
―
―
―
―
―
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
１
１
１
１
１
１
日
日
―
―
―
―
―
田
―
日
＝
Ｈ
凹
―
―
―
―
―
―
―
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

韓楽卒r_

岳楽キr_

幸ふ卒r_

韓ふ_ドキ

マと。〉代免/

.二
。〉
越 】垣|

区12.千 島//11島における分布 (SAPSの 標本によ
る)。左端が北海道、イf端がカムチャツカ半島。
a,ト ドマツ ib,ク

｀
イマツ ic,アカエゾマツ ;

d, エゾマツ。

には北進していない。いわゆるキャラボク

状に准木状態で生活できるイチイの方が中

千島では有利なのかもしれない。アカエゾ

マツはサハリンでは最高部に希だが、千島

列島でも択捉島の産は標本で確認されてお

らず、あっても希だと思われるので、分布

の傾向はサハリンと千島で一致している。

カムチャツカ半島にも分布する (表2)

グイマツ (図2b)、エゾマツ (図2d)、ハ

イマツ(図3a)、リシリビャクシン(図3c)

図 3.千 島列島における分布 ( S A P Sの標本によ
る)。図 2と同じ。a ,ハイマツ ; b ,ミヤマビャ
クシン ; c ,  | )シリビャクシン i d ,  イチイ。

の 4種 は 「北方本直物」と思われる。この中

ではグイマツ、エゾマツが択捉島までの分

布となっている。 リシリビャクシンはケト

イ島 (KET)ま で、ハイマツは列島全体に

分布するが、いくつかの特定の島で欠落す

る。

グイマツについては、最終氷期には北海

道に分布していたとされ、その後の温日え化

に伴ってサハリンや千島列島南部の色丹島

(SHK)、択捉島に残存したとされる。国後

・二。メイ上=ケbF

二。メてと=ある方

戸た。デ食ゴ払
方

ドた。メ役=ゐ/

と。メ物 F

二。>生名/

イ十イ ● ●  ●

HOK(II()kl(aid()), SHK(Sllll(otall), KUN(Kunashil‐), ITU(Iturtip), URU(Urup), B‐C(Brat Chilp` ocv alld Chtrl〕()1),
SI 1ヽ (Sinltishir),KET(Ketoi),Y It(Usl■ishiri Yankicha alld Rypollkicha),RAS(Rasshua),MIAT(NIattla),IRAI(Raikokc),
IEKA(El(arnla), SHS(Shiashkotan), I(HA(Kharillll(()tall), い,lAK(NIをlkanrushl), ONE(OnekOtall)、 1)AR(I)ara11ヽLlShir),
SIill〔Shunlshu)、ATIフtAtlasova),KAふ江(1(anchatka)

爵へ車・.

ヽ

く 生
代 ょ

、

事 t ぺ , .

静

爵

韓へ、車.
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島(KUN )に何故欠落するのかはよく分か

らない。

ハイマツの分布については昔から研究者

の興味を引き、針脇 (1935)は ア トラソワ

島(ATL)や マツワ島 (MAT)の 欠落は地

学的構造 (新しい火山島)に 、色井島の欠

落は地理的位置に、それぞれよるのではな

いかと述べている①千島列島の特定の島に

おけるハイマツの欠落には、火山活動によ

るダメージ・主要島からの隔離の距離 ・島

の面積等の要因が働いているようだ。

北海道側とカムチャツカ側とのi両方から

分布が伸びなが'っも、千島列島で分布が切

れている例は多くあり、H高乳類のヒグマな

どもこのような例になるだろう。今回扱っ

た植物群の中でも、ハイマツ以外の 「北方

植物」の3柾 は、このような分布パターン

を思わせる。このような分布を、衛I脇(1947)

は「断続性分布」と呼び、Takahashi et al.

(1997)では両側分布 bilateral distribution'

という用語を起用した。耐j側分布パターン

を持つ槌物群は、千島列島の槌物分布変避

を解明する_Lで特に興味深いグループと思

う。カムチャツカ産と北海道 ・南千島産と

で、どの程度の遺伝的な差があるかも興味

ある研究テーマである。

以上の議論は全て北大総合博物館植物標

北方十日草 20(2003)

本時に収蔵され、研究者に公開されている

標本を基にしたものである①他研究機関や

研究者に公開されていない標本は考慮 して

いないが、これらを入れたとしても今回の

話の大筋は変わらないものと思う。最後に

北大標本庫の充実のために寄与された多く

の先人達に感謝し、さらなる充実のために

関係者各位の協力をお願いしたい。

(北海道大学総合博物館)
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2ギS2び力〃わ2″s本(F.Schmidt)Mast, in the Kuril lsiands(SAPS)
Isiand Locality

CollectOr Date
ShikOtal]

T Kitahara s n
1895

Kunashir

Kunashir

Kurlashir

Kunashir

Kunashir

Kunashir

Rtl)rabetsu、mura,Chi110mi110tsu

Kaikal・amui

肺lt Rausu

At01ya tO shiralluka

Rebausu tO Rtirtli

YuzllnO Kuril'sk

C EndO sn

M Tatewaki 3218

M Tatewaki 3259

M Nagai&M.shinlamtira s n

K Shirahanla&Y Takahasili s n

N 心/1inakawa s n

1894i

1923,

1923,

1929,

1935,

1997,

Sep 3

」u 22

J L l 1  2 3

Atlg 4

Ju1 26‐27

Ju1 27
I t t i r l l p

lturup

r t L i r u p

lturtip

lturup

lttirup

rturup

Peretarabets cOast.

Naib0

Shana‐Rubetsu

Nobori sandO

Iriribushi

DObrOye Nacha10 Bay [NaibO_wan]

K

T

B

Af

M

Y.

K

Jimbo s n

Kawakallli 32

YOshiinura s n

Tatewaki 312331

Tatewaki 31392

Kuwahara s n

Hayashi s n

1 8 9 1 , J u 1 1  1

1898,Aug 29

1 9 3 9、J t 1 1  3 1

1940,Aug 18

1940,Aug 24

1996,Aug 22

(no year),Aug l
型rtt Naわぃwtt Lltasu偽ぃkokuyu汽n

* NOrtherll lillait tree

Appe1ldix 2.二 α/焼g,″冴ル2″Rupr.ex GOrd01l var.9て ゅθ″た夕(Maxilll ex Regel)Pilg.in the Kuril lslands
(SAPS)

Island LOcality
CollectOr Date

ShikOtan

ShikOtall

ShikOtan

Allanla,

いlatsugahama
Ken A/1iyabe

Kell. fヽfyabe

肺空Tate■raki

&Tanaka s n

&Tanaka s.nⅢ

2 0 6 4 1
Near I(OInbu、ushii ShikOtan_hllatsuhara

1 9 1 0 ,

1910,

1934,

Aug

Aug

」un.

4

1 3

22Iturtip

lturup

lturup

lturup

lturup

lturup

lturtip

lturup

lturup

lturup

lturup

lturup

lturup

lturul〕

Itul・up

lturup

lturup

Furubetsu

イヽiddie part       ,

(no locality)

BettObu

Between Rubetsu alld TOshin101

Shana.

Shana

Shana.

Teinei

Shana

BettObu

BettObu

Shana

Shana

getween「urebetsu and Rubetsu,chifunbetsu

Guya

(no locality)

K hlliyabe s n

T Ishikawa s,n

U Faurie 6789

S Fujinlura s n

K」 imbO sn

KOda sn

T Kawakarlli s n

T Kawakami 154

T Kawakallli 153

K Miura sn

K帥 Iiura s n

Miyabe fll&Tanaka s.n

Ken hIIiyabe&Tallaka s n

B YOshinlura s n

M Tatewaki 31257

M Tatewaki 3368

U.Faurie 6326

1 8 8 4 , J t l 1  2 8

1890,Aug

1890,Aug

18901 Aug

1 8 9 1 , J u l l  1 0

1895

1898,Aug 3

1898,Aug 4

1898,Aug 27

1 9 0 6 ,」u l  l l

1906,Jul 16

1910,Ju1 23

1910,Ju1 27

1 9 1 0 , J t l 1  2 7

1940,Aug 19

1940,Aug 24

(1lo date)
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Appendix 3.Pゲびθα gブタ/7夕2″(F.Schmidt)肺 生ast,in the Kuril lslands(SAPS)

Isiand        Locality Collector Date

Shikotan

Shikotan

Near Kombuushi,Shikotanmatsu‐ wara

lヽt lvlasuba

M Tatewaki 20642

M Tatewaki 20682

1934,Jun 22

1934,Jun 24

Kunashir

Kunashir

Kaikaramtli

Furtikamappu

M Tatewakisn

M Tatewaki 3490

1 9 2 3 ,」u 1 2 2

1 9 2 3 , J u l . 2 6

Appendix 4.Pた2αルzθσ″stt Carriёre in the Kuril lslallds(SAPS)

Isiand L()cality Collector Date

Shikotan

Shikotan

Shikotan

Shikotan

Shikotan

Shikotan

Shikotan

Shakotan

Allama

Anallla

T.Kitahara s n

T Kawakami5

T.Kawakami s.n

K Miura sn

Ken Miyabe&Tanaka s.n

Ken Miyabe&Tanaka s n`

M Tatewakl 10620

1895

1898,Aug l

1898,Aug l

1 9 0 6 、J u l . 2 6

1910,Aug 3

1910,Allg 4

1927,Aug 23

K u n a s h i r

Kunashir

Kunashir

路dnashir

Kunaslhr

K u n a s h i r

Kunashir

ヽヽ「coast,Rebaushi

Norhtern coast near Onkots

E cOast,Odaibake.

Kaikaramlll

Cape Rurui.

Rebattsu to Rurui

Tohutsu‐lllura,Furukamappu

S Yokoyama sn

S Yokoyama sn

S YokOyama sn

M Tatewaki 3217

K Shirahama&Y

K  S h i r a h a m a & Y

T Kondo 28308*

Takahashi s n

Takahashi s n

1891,」un 21

1891,Jun 27

1891,Ju1 3

1923,Ju1 22

1935,Ju1 20

1935、Jtt1 26‐27

1937,Mar 22

Iturup

lturup

lturup

Naibo

Between lriribushi and Naibo

lsthlllus Lesozavodskyi

T Kawakami46

T.Kawakami 382

V Y Barkalov&I

1 8 9 8 , A u g  2 9

1898,Sep 7

B Vyshin・*   1988,Aug.15

*as見 ご夕αブビュ)夕″2SなVar z々 ご々ブα′
ネ*as βび2αりα″ビ″SA sl



Appendix 5.呂 チ″2バっ2r777ガル (Pallas)Regel in the Kuril lslands(SAPS) AI

I s l lIsiand Locality Collector Date

I(ullashir   Ratisti Stllphtlr NIt

Ktinashir  T()1〕 utsu

いこl11lashir    ■
｀
()11larl-11ltll‐a

Ktlllashir   N i kisllir()salldo

Kunashil‐   ど ▼lt Chaclla

Ktinasllir  Mt Rurtti

IくJi l l l 1 9 o  s  n
K  J l l l l lう() s  l l

S  Y ( ) 1 ( o v a l l l a  s  I I

1ヽ 1 a`tewをlki 351)9

M Nattai&M Shinlanlllra s n

K Shirahalコa&Y Takahashi sn

1ぷ9()、AtiH 16

189()、Au蜂 22

1891,Jtil1 2

11)21;、Ju1 2()
1 9 2 9 , J t l l

19135,J(11 22

Ittlrilp

ltt11‐tlp

lttll‐tip

lttlI‐til)

Itttrtll)

Ittlrtlp

l t t l r t i l )

I t t l r u p

Arilll()iN()b()ri

N()b()li

A t s a l l ( ) ' 〕( ) r i

l)eretaralDetS 〕▼It

M()yOr(),Ijink()ta n

l (` ) s l l l l ‐t i l ‐i

Shibct()rtl

Bett()lDu

I( lvliyabe s ll

T  I s h i k a w a  s  n

K  J i l l l l ) ( ) s n

K  J l l l l l ) ( ) s  l l

S  Y ( ) k o y a 1 1 l a  s  n

T  K a w a k a n l 1  3 8 3

とこ lRIitlra s n

Kell ヽlivabc&■
｀
allal(a sll

1884,Jll1 29

189(),AuH

189(),Sep 12

1 8 9 1 , 、十t i l l  l

l 9ヽ13, Ju1 29

1898,S(卜p
1 9 ( 〕6 , J 〔1 1  2 1

1910,Ju1 23

Shi

Sh

Kt

Kじ

Kじ

KL

KL

Itじ

Itt

ltじ

Itt

l t LU l  t l l D

U l ‐t l l D

U r i l p

U r t 1 1 )

U r t l l 〕

U r u l〕

I_チrt l p

U l‐t l p

til‐tll〕

t i r t l p

U r t 1 1 )

U l ―u p

【I r t i p

■
｀
1lc l‐idge l)et、eell■

｀
()1(otan and Sarulllanlol

SurilDaChiyallla V()lcan()

Allanla tcrrace

■
｀
()1(()tan

K()btinc

Otkryt)丁 13ay「 ■
｀
()k()tan wをini

Nov()ktll‐1ドskaya inlct [ヽ 江ishinla―wan]

SlllにlHlyy Bay

Ab()ut l吊 【nl NE()fVを 11l Der Lind Cal〕 c

Barllatllyy Bay

Barllをttlぃry Ba)―

Inlalld fI‐()11l Ukr01111laya Bay

r i v c r s  K  J i 1 1 l b o  S  n

K  J i m b ( ) s n  lぷ 91、Jt l l l  1 6

K」 11 1 l b ( ) s  l l
″
1  `Ishil(a、、Fa S11

K  M i u l‐a s n

ぶrl ■
｀
ateHral(1 9798

11 ■
｀
al(ahashi lぷ580

11 ■
｀
akahashi 18878

11 ■
｀
aka1lashi 19979

3vl()hara sll

ll ■
｀
を11(ahashi 20087

11 アral(ahashi 2()094

1= ′I a`l(ahashi 22191

1 8 9 1 , J t l l 1  4

1 ぷ1 ) 1 , J t l l l  1 8

1894, Jtl1 21;

19()()、Ju1 9

1927,Au蜂 26

1995,Au蜂 5

1995,Au貫 8

lt)95、Au蜂 25

1995,Atl貰 26

19〔)5、Au蜂 28

1995,Au蜂 28

1996,Au路 20

Silllushil   Bl‐()t()n Bay,Urat()rtlinc

Silllllshir   Al()ng the R Silllusllir

Sillltlshh‐    心,Ialava tlllct

NI ′I a`tcwal(1&Y ■
｀
()ktlllaga l1753

ぶ,1 ′I a`tcttraki 1 7415

11 ■
｀
akahashi 19469

1928,Ati照 15

l t ) : | ( ) , J u n  9

1995,A(1質  18

A

Isl

Ki

ltt

ltt

ltt

Ul

Ul

Ul

Ul

U]

Ul

K(

Ketoi

Ket()i h/1()tith()f St()chllyy rぃrel

htI ■
｀
ateHFaki&｀

ア Toktlllaga l1517  11)28,Sep l

ll ■
｀
akahashi 19562               1995 P【1lH 19

Rasshtla

IRasshtla

NIikasa

S of YOriki一hama

M  T a t e w a k i & Y T ( ) k l l l l a g a  1 2 3 S ( )

H l a` kahashi 19167

1928 Scl〕 1

1【)95,Atl質 12

Shiashl(()tall()tol■lettFall

Shiashk()tall 111lalld frolll%al(atllaya lうay

Shiashil(()tan Zakatl■aya Bay

M Tatewaki 17333

H ■
｀
akahashi 21785

11 ′1 a`kahashi 28224

193(),Jul1 6

1996,ALlH 12

2000,Ju1 29

Nlal(anrtishi

Nlal(allrtlshi 111lalld

Pvtakanrushi 111land

lヽal(allrtishi lnland

fr()11l Zal(at

fr()nl Zakat

frOnl Zakat

【3ay

Bav

Bay

、1 アrate、vakl l1225

11 ′1 a`kahashi 240!12

H ′rakahashi 24()37

Y  K u w a h a r a  2 4 0

1928,Au蜂 〔)

1997,All質 1思

19t)7、AuH 18

1997,Au貫  ]ぷ

01■ek()tall  Ncl■1()

Onekc)tall  Nenl()13ay,N()f

()1lckotan    13et、veen htrtlssel

Iンal(e Chel‐1love

Bay alld K()1'tsevoyc Lakc

卜′I Tatc、Araki l1126

11 ■
｀
akahashi 21246

H  T a k a h a s h i  2 1 3 8 7

192S,AtlH 9

1996,Au蜂 4

1996,Aug 7

I)aralllushir

l)aranlushir

l)aranlushil‐

1)arallltlShir

l)aralllllShir

Paranatishir

I)aralllllSllir

Paranltlshir

l)aranlushir

I〕aranlllshir

I)aranlllshir

l〕aranltishir

S Y01(()yallla

SY()k()yanla

Y Kudo 4857

Y Kudo 4913

Y Kudo 4997

Y Ktldo 5093

Y Kudo 5176

〕▼I T a t c H r a k i

I I  T a k a h a s h i

Y  K u w a h a r a

H ■
｀
akahashi

lI ′1 a` kahashi

1893,Sep t)

1洋)3,Sep

1 9 2 ( ) , J t i n  2 6

1 ( ) 2 0 , J l l l 1  2 9

1920,Ju1 6

1 9 2 0 , J u l  l l

192(),Ju1 26

191;(),卜lay 29

1 9 9 6 , A t i質3

1996,Atl質 3
1997,Aug 4

1997,Au質 5

KashiHrabal‐a ぃヽFan

C)ttolllol

N()da、、Fan

Okuyotitwa,11l prをitis

い,ltlral(allliぃFan, ill pratis

Nagai、vasal(i

Kashi、、rabaraぃral■

NIural(anllぃra n

E sidc of Vasiドyeva Bay
E side()f rヽFisil'ycva Bay

S()f Savtishkilla Cal〕e

Nヽヽr()f Sever()Ktirirsk

17239

2111ぷ

23()3!1

23149

Shunlshu    ヽVest c()ast,llcar IScttolっti

Shtinlshtl

Shunlshu    Near BOlsho)re Lake

Shunlshu    S()fI〕 ()chtareva Cape

Shun■shtl    Babllshl(11la Bay

S Y()1(oyallla s ll

■
｀
 Ishika、va sll

V Y Barkal()v97193

11 Takahashi 23396

11 Takahashi 23496

1893,SelD 22

1894,Jul1 29

1997‐Jtl1 21

1997、Aug S

1997,Au蜂 10

―
―
―
―
―
―
―
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
■
Ｌ
Ｌ
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Appendix 6./2ィ″秒仰7バごカメ″F272ざ於 L.

Island LOcality

北方山■ 20( 2 0 0 3 )

var.sα准革ビ77ガがHenry in the Kuril lslands(SAPS)

Collector Date

Shikotan

Shikotan

K i r i t o l l s l l l

lvlatsugahanla

S Yokoyama sn

KenいrIIyabe&Tanaka s n

1890、Aug 4

1910,Aug 13

K u n a s h i r

K u l l a s h i r

K u n a s h i r

Kunashir

K u n a s h i r

ヽヽI coasti I、、FaOi near lchibishillai

ltuyabetstl,Otakalllasu

Neal T(,lllart‐nlura

Nil(lshiro

Rebatisu to Rurtli

K  J l l l l b o  s  n

C Endo sil

H Tallaka sil

M Tatettraki 3559

K  S h i l‐a h a m a & Y  T a k a h a s h i  s l l

189(),Aug 22

1894,Allg 18

lS95

1923, Ju1 29

1935, Jll1 26-27

Iturup

lturtlp

lturup

lturup

lturup

S Vヽ end

I〕eretaral)ets

Naib()gell■a

TOshill10i―Onnebetsu

Ari11loye(OtamOe)

1 I`shikawa s n

K Jinlbo S n

S Y01(o▼allla s n

B Yoshinlura s n

M Tatewal(131080

1 8 9 0 , A t l g

1 8 9 1 , J t i n . 1

1 8 9 3 , J u l 1  2 7

1 9 3 9 , A t l質8

1940,Allg 13

Appendix 7.、ル′72秒ご々 rざごr,′,27″′r12本L,var.saxat'アなI〕allas ill the Kuril lslallds(SAPS)

Isialld LOcalitv Collector Date

Ktinashir Furttl(alllappu M Tatewaki 3406 1923,Ju1 26

Ittlrup

lturtlp

lturup

B e t t o l〕u

A t ( ) i、r a Iヽ t

Bettobu

T Kawと kallli 37

T Kawakanl1 39

B Yoshilllura s.n

lS98,Aug 6

1898,Au質 11

1 9 3 7 , A t i g  l l

U r u p

U r u p

U r u p

U r u p

U r u p

U r u p

K()btllle

Daibahallla

AbOtit 15km NE of Vall Der Lilld Cape

Barhatll)fy Bay

Barhatlぃ丁 Bay

lllland from Ukronlnaya Bay

M Tatewaki

M Tatewaki

M Ohara sn

H Tal(ahashi

H Takahashi

H Takahashi

1927,Au質26

1927, Sep l

1995,Aug 26

1995,Aは日28

1 9 9 5 , A t l質2 8

1996,Au蜂20

9 8 0 8

9912

201()7

20128

22211

Ketoi Isozaki M Tatewaki&K Takahashi 15573 1929,Aug 24

L
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Appendix 8.rは 夕sび%tψガ冴αtt Siebold&Zucc.in the Kuril lslands(SAPS)

Isiand Locality Collector Date

Shikotan T Kitahara s n 1895

Kunashir

Kunashir

Kunashir

Kullashir

Kunashir

Ktinashir

Kunashir

Ruyabetsu‐mura,Chinominotsu

Kaikaramui

Cape Rurui

Rebausu to Rurui`

Mt Tomari,NE peak

Yuzhno‐Kuril'sk

Tomari‐mura,Zenbekotan

C Endo snネ

M Tatewaki 3257

K  S h i r a h a m a & Y

K  S h i r a h a m a & Y

M4TateWak1 25482

N.Minakawa s.n.

H Tanaka,sn

Takahashi s n

Takahashi s n

1894,Sep 2

1 9 2 3 ) J u l . 2 2

1 9 3 5 , J u 1  2 0

1935,Ju1 26‐27

1936,Aug 20

1 9 9 7 , J u 1  2 7

(no date)

Iturup

lturup

lturup

lturup

lturup

lturup

lturup

lturup

MOyOrO,Ijinkotan

Bctween Shibetoro and Otuimaushi

Naibo

Bettobu

NOborl sando

lriribushi

Shanlanbe,E of NIt Chirippu

Between Arimoe and Rubetsu

S Yokovama sll

T Ishikawa s n

T Kawakaml152

B Yoshimura sll

M Tatewaki 31229

M.Tatewaki 31394

Y、NIarusik s n.

N Minakawa sn

1 8 9 3 , J u 1  2 9

1895,Sep 10

1898,Atig.29

1937,Aug ll

1940,Aug 18

1940,Aug 24

1995,Aug 31

1 9 9 7 , J u 1  2 9

Urup

Urup

Urup

Urup

Urup

Urup

Urup

Urup

Urup

Urup

Urup

Tomarikawa

Kobune

Daibahama

Tokotan

01lsellzaki

Natalii Bay [Tsurigane‐wan]

Snluglyy Bay

About 15km NE of Van‐ Der‐Lind Cape

111land from Ukromnaya Bay

lnland from Ukromnaya Bay

Chernoburka Bay

K.」imbo sn

M Tatewak1 9832

M Tatewak1 9934

M Tatewakl 10112

M Tatewakl 10083

H Takahashi 18624

H Takahashl 19916

M Ohara sn

H Takahashi 22193

Y Kuwahara sn

MI.Nakatani s n

1891,Jun 15

1927,Au宮.26

1927, Sep l

1927, Sep 8

1 9 2 7 , S e p  9

1995,1生ug 6

1995,Aug 24

1995,2生ug 26

1996,Aug 20

1996,Aug 20

2000,Aug 9

Silllushir

Silnushir

Broton Bay

h/1alaya inlet

M Tatewaki&Y Tokunaga l1588 1928,Aug 13

H Takahashi 19489           1995,Aug 18

Ketoi

Ketol

Kodakigawa

Shimizugawa

M Tatewaki&K Takahashi 15225 1929,Au宮 14

M Tatewaki&K Takahashi 15632 1929,Aug 27

Rasshua

Rasshua Kitsune‐zaki

N.Shitomi 12484

N`Shitoml 15346

1928)Aug 6

1929,Aug 31

* Type specinlens of官 は′バ ご″ψガrFrr″α var わθ夕?β′木Tatewaki&Yoshimura


